
平成 29 年度第 4回 犬山祭保存会理事・役員会議事録 

 

日時 平成 29年 9月 9日（土）19:00～21:00 

場所 犬山市福祉会館 303・304会議室 

出席者 

（敬称略） 

【役員】会長（石田）、副会長（多和田）、会計（下山）、財務特別委員会副委員長（今井・

田中）、祭礼準備委員長（水田）、伝統文化委員長（小林）、伝統文化副委員長（市橋・長

井）、てこ委員長（長谷川）、てこ副委員長（浅野・吉田）、企画広報委員長（松田）、企画

広報副委員長（西村・林）、企画広報委員（吉田）、事務局長（溝口） 

【理事】枝町（梅田）、魚屋町（小川）、下本町（柴田）、中本町（尾関）、熊野町（浅野）、

新町（白木）、本町（兼松）、練屋町（前田）、鍛冶屋町（前刀）、名栗町（田中・加藤）、

寺内町（岩井）、余坂町（小島）、外町（多和田）、坂下大本町（長瀬）、内田（木納）、鵜

飼町（松田） 

【犬山市】観光交流課（新原・佐橋）、歴史まちづくり課（中村・市野） 

【中部大学】学生（コムラ・イシダ） 

議事 Ⅰ．報告事項 

①企画広報・財務委員会合同会議  

Ⅱ．議題 

①法人化 ②からくり町巡り ③その他 

配布資料 １．「平成 29年度第 4回理事・役員会」資料 

２．からくり町巡り暫定チラシ 

 

議事内容 

Ⅰ．報告事項 ①企画広報・財務委員会合同会議（資料「平成 29 年度第 4 回理事・役員会」資料 p.1

～3） 

報告／検討内容 ・ 8月 22日○火開催の企画広報・財務委員会合同会議の内容報告（詳細資料参照） 

・ 法人化に伴い、補助金の使途は明確にすべきであるとの意見が出された。 

・ 保存会と本町通り（本町・中本町）の商店との連携を推進するために、9月に意

見交換等を実施予定。 

決定事項 － 

Ⅱ．議題 ①法人化 

報告／検討内容 ・ 役員及び理事による承認承諾書類の提出 

決定事項 － 

Ⅱ．議題 ②からくり町巡り（資料「平成 29年度第 4回理事・役員会」資料 p.4） 

報告／検討内容 ○当日の催事実施に関する諸注意事項 

・ 各町の希望に沿ってスケジュールを組んでいる。予定時刻より早く実演を開始

することは☓（逆に遅れるのは 5分程度迄に留めること）。 

・ オリパラ試行プロジェクトの趣旨は「インバウンド」と「バリアフリー」。実演

の際は、各町とも観客スペースの前方に車椅子スペースを設けること。 

・ 実演前後の解説には手話通訳（同時）と英語通訳（日本語解説後）が付く。解

説の長さは 3分程度におさめること。 



・ 実演が終了次第、順次撤去可。但し、飾り車山は可能な範囲で鑑賞できる状態

にしておいてほしい（飾り車山実施町内へは実演謝礼のほか別途 2 万円を保存

会から支給）。 

・ どんでん館で実演の 3町内は順番を 3町で調整のうえ決定すること。当日は 10

時迄に搬入を完了させること。 

○オリパラ試行プロジェクト受託金の使途 

・ ポスター製作（10月に名鉄主要駅にて駅貼り実施） 

・ チラシ製作 

・ 中日新聞広告掲載（10月） 

・ 外国人無料招待バスツアー実施（国際センター等へ参加者募集の協力依頼予定） 

・ 道路警備 

・ 案内看板設置等 

・ 保存会（13町内とからくり振興部）及び玉屋氏への出展実演謝礼 

・ 通訳派遣 

○交通規制、観客誘導、ガードマン配置等 

・ 開催両日の交通規制（本町通り・魚新通り）に関して警察と調整中（未確定）。 

・ 当日は通常のガードマンのほか、各会場に 2 名と次の会場への道中に 2 名、さ

らに観光交流課職員の配置等を検討中。 

・ 各町内における案内と警備については各町にて。 

・ 犬山駅から㈱今仙電機製作所（余坂町会場）への観客誘導は観光協会へ依頼予

定（パチンコ店の前の道と県道の 2ルートにおける誘導を想定）。 

・ 雨天の場合、本町の会場は史料館に変更。その際の貼紙及び誘導は本町にて。 

・ 魚新通りが通行止めになる場合、駅前通りから北上すると魚新通りに突き当た

る南北の道にも規制または案内が必要。 

・ 通行止めの区間及び時間帯でも道路に車山を出さないこと。 

○その他 

・ 余坂町の実演会場を提供してもらう㈱今仙電機製作所は、催事への協力として、

車椅子、スポーツ用義足、歩行用補助具などの展示、説明、体験会を実施して

くれるとのこと。㈱今仙電機製作所とは将来にわたり良い関係を築きたい。 

・ からくり町巡りの PRのために、保存会、観光協会、市（観光交流課・歴史まち

づくり課）で中日新聞社、NHK、県観光局等を訪問予定。 

・ からくりは犬山祭の伝統文化である。誇りをもって披露されたい。但し、秋の

催事は伝統行事である犬山祭とは別物であることを明確に示す必要がある。 

決定事項 － 

Ⅱ．議題 ③その他（資料「平成 29年度第 4回理事・役員会」資料 p.5～9） 

報告／検討内容 ○犬山祭囃子活性化のための講習会 

・ 既に一般枠の定員（各回 30人）はキャンセル待ちの状態である。ほかに保存会

用の席が確保されているので、9月 10日○月迄に史料館へ各町の出席者数の報告

を。 

・ 囃子の練習不足が課題となっている町内がある中、本事業のような講習会に参



加して意識を高めることは重要。各町とも若衆を中心に積極的な参加を。 

○その他の催事・会議等 

・ 愛知山車祭り保存協議会総会（9 月 30 日○土）：交通費は保存会負担。直会の会

費は¥4,000／人のうち半額（¥2,000）を保存会が負担。帰りは 16:00頃の見込

み。 

・ 平成 29年度文化庁選定保存技術公開事業：からくり振興部 4名、史料館職員 2

名、玉屋庄兵衛氏、溝口事務局長が実演等のために出張予定。 

・ 半田山車揃え：本町がからくり実演で参加予定（時間は、11:30からと 14:00か

ら）。昼食は各自にて。 

○（仮称）新からくり展示館の整備 

・ 慎重に計画を検討する必要があるが、市のスケジュールと財政の事情もあると

のことであり、建設予定地を史料館南駐車場内として事業を進めることでどう

か（会長）。 

→異議なし 

・ 整備後は、保存会が指定管理者になることを検討したい。 

・ 囃子の練習などに利用できる研修室のようなスペースがあるとよいが、まずは

どんでん館の和室の活用を検討してはどうか。 

・ からくり展示館が移設された後、現在のからくり展示館はどうなるのか気にか

かる。門が保存できるように市からも所有者に働きかけてほしい。 

決定事項 － 

懸案事項／その他補足 

・ からくりと囃子は不可分である。犬山祭の冊子にも多少の記載を加えてはどうか。 

・ 日光東照宮では、有料の専門ガイドが観光客への案内を行っている（1 組¥6,000 で 20 名迄）。ユ

ニフォームを着用し、誇りをもってガイドしている。犬山祭も語るべきことの多い祭りであり、専

門ガイドがいてもよいのではないか。 

・ 卒業研究で犬山祭を題材にしている。本日配布のアンケートを次回理事役員会で回収したい。また

必要に応じて聞き取り調査も実施したいので協力を（中部大学学生）。 

 

次回日時 平成 29年 10月 21日 

次回場所 犬山市福祉会館 

 

記録日 H29/9/12 

記録者 市野 

 


